
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成25年４月1日現在

人　口　12,688人（△56）　男　6,063人（△11）

世　帯　 5,468戸（△ 6）　女　6,605人（△45）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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火災・救急
テレホンガイド

　平成26年度に開校する新設（加賀）中学校の校章（案）
が決まりました。
　11月19日から12月21日までの期間において校章募集を

行ったところ、町内外
の皆さまから274件（応募人数239名）という
大変多くの応募をいただきました。その応募作
品を作業部会および校名校章等検討部会での協
議、そして専門家（貞住昌彦氏）の校正を経て
６点に絞り込みました。その６点から第６回準
備委員会で委員の投票により１点に絞り込みま
した。
　多数のご応募ありがとうございました。

　津賀支部では、年２回地区内の施設へボランティアとして参加しています。
　２月11日にきびハイツを訪問。寒い朝「ヨイ
ショー！ヨイショー！」と大きなかけ声でもちつ
き大会が始まりました。室内でブルーシートを敷
いて石うすを置き、餅をつきました。入所者や家
族の皆さん、スタッフの皆さんの熱意でホッカホ
カ。私たち愛育委員も輪の中へ。
　各家庭で恒例の行事を施設内で体験してもらう
ことができ、楽しく懐かしい元気のもらえた一日
でした。

愛育委員会　活動報告（津賀支部）

  2013. 5月号

きびハイツにて

新設（加賀）中学校の校章（案）が決まりました

原案作成者：北野公一様（和歌山県在住）

広 報

2013

vol.103
５５
vol.103

主な記事
・P02～平成25年度当初予算が決まりました
・P06～まちの話題
・P09～役場からのお知らせ
・P16～インフォメーション　など 町指定重要文化財

【尾原の一本ザクラ】
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一般会計における歳入と歳出の構成比

総務費
15.4%

労働費 0.1%

民生費
22.7%

農林業費
12.4%

衛生費
8.9%

教育費
10.5%

土木費
5.4%

公債費
17.3%

議会費
1.2%

歳出
（目的別）

民生費
148,009円

高齢者・児童・障害者の
福祉など

公債費
112,491円
借入金の返済

円

農林業費
81,026円

農林業の振興、有害鳥獣
対策など

衛生費
57,794円

保健衛生・一般廃棄物処理など

教育費
68,684円
学校運営、社会教育振興
など

土木費
34,919円
道路・河川の整備、町営
住宅の管理など

消防費
21,357円

消防、災害の対応など

その他
27,154円
議会・観光振興・
災害復旧など

町民１人当たりの予算 651,525円
こんなふうに使われます　　

一般会計
●平成25年３月１日 現在　　人口　12,724人

総務費
100,091
地域振興・財産管理など

分担金及び
負担金 0.1%

使用料及び
手数料 1.4%
繰入金 3.0%

繰越金 1.2%

地方交付税
53.6%

地方譲与税
1.9%

地方消費税
交付金 1.3%

国庫支出金
5.0%

県支出金
10.0%

町債
7.0%

その他の交付金
0.7%

町税
13.5%

その他 1.3%

方交 税

0%

歳入

自主財源
20.5%

依存財源
79.5%

商工費 1.8%

災害復旧費
0.8%

消防費
3.3%

予備費
0.2%

平
成
25
年
度

当
初
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
案
が
平
成
25
年
第
２
回
吉
備
中
央
町
議
会

定
例
会
（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
82
億
９
，０
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
４
月
開
校
に
向
け
た
新
設
中
学
校
整
備
費
の

内
６
億
８
，０
０
０
万
円
を
、
国
の
予
備
費
を
使
っ
た
経
済
対
策
の
補

助
金
を
受
け
て
、
平
成
24
年
度
予
算
へ
前
倒
し
で
計
上
し
た
関
係
で
前

年
度
に
比
べ
て
２
億
４
，０
０
０
万
円（
２
・
８
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
町
税
が
前
年
度
当
初
比
１
・
９
％
減
の
11
億
１
，８
５
９
万

円
、
地
方
交
付
税
が
０
・
２
％
減
の
44
億
４
，０
０
０
万
円
、
県
支
出
金

が
０
・
２
％
減
の
８
億
２
，４
３
４
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
児
童
手
当
支
給
事
業
１
億
５
，４
６
５
万

円
、
自
立
支
援
給
付
事
業
３
億
２
，２
１
５
万
円
、
小
児
等
医
療
助
成

事
業
６
，１
５
４
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
２
億�

９
，６
０
３
万
円
な
ど
で
す
。

　

当
町
の
歳
入
予
算
は
、
依
存
財
源
が
80
％
を
占
め
る
と
い
う
極
め
て

脆
弱
な
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
き
ま
す

が
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
抑
制
と
優
先
度
、
緊
急
度
等
を
勘
案
し
て
事

業
選
択
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
頑
張
る
地
域
応
援
事
業
や
結
婚
支
援
事
業
、

明
る
い
学
校
づ
く
り
支
援
事
業
な
ど
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

ご
意
見
、
ご
要
望
も
施
策
に
加
え
事
業
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特集

一般会計
63.4%

事業会計
28.5%

企業会計等
8.1% 当

初
予
算
の
内
訳

町
税
の
推
移

108,000

110,000

112,000

114,000

116,000

118,000

120,000

122,000

124,000

126,000

H21 H22 H23 H24 H25

※Ｈ24は決算見込額
※Ｈ25は予算額

万円

事業会計	 37億2,892万円
	 （対前年比　△0.1％）

国民健康保険特別会計	 15億2,565万円
介護保険特別会計	 19億9,889万円
後期高齢者医療特別会計	 １億5,717万円
育英資金特別会計	 3,065万円
診療所特別会計	 1,550万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計	 106万円

企業会計等	 10億6,321万円
	 （対前年比　△5.5％）

簡易水道特別会計	 ４億8,112万円
下水道特別会計	 １億 551万円
農業集落排水事業特別会計	 １億4,482万円
上水道特別会計	 ３億3,176万円

一般会計　82億9,000万円 （対前年比　△2.8％）

合  計　130億8,213万円（対前年比　△2.3％）

歳
入
用
語
解
説

町　　　税：町民税や固定資産税など町に納められる税金
分担金及び負�担金：老人措置負担金や農林業受益者分担金

など
使用料及び手�数料：町営住宅の家賃や、住民票など証明書

の発行手数料などの収入
繰　入　金：各種基金を取り崩して繰り入れるもの
繰　越　金：前年度から繰り越される収入
地方交付税：�町の財政状況などに応じて国から配分される

収入

地方譲与税：�国税として徴収した税を一定の基準に従って
国から町へ譲与されるもの

地方消費税交�付金：消費税の地方分を人口などをもとに国
から交付される収入

国庫支出金：特定の目的のために国から交付される収入
県 支 出 金：特定の目的のために県から交付される収入
町　　　債：�公共事業などを行うための財源として借り入

れた収入



「22世紀の理想郷 づくり」をめざして
～平成25年度の主な   事業を紹介します～
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　地域防災計画の見直しを行います。
� 473万円

　出会いの機会の少ない若者に結婚支援を行
います。
� 400万円

　消火栓用のホースや
消火栓ボックスなどを
年次計画で更新します。
� 1,000万円

　岡山情報ハイウェイの冗長化を図ります。
� 132万円

　高等学校修了までの医療費の自己負担を無
料にします。
� 6,154万円

小児等医療費補助事業（拡充）
　新設中学校の改修工事、備品購入など整備
します。
� 1億9,982万円

新設中学校整備事業

　協定農用地を守るための活動に対し、支援
します。
� 2億9,603万円

中山間地域等直接支払交付金制度

　アスベストの飛散による健康被害を防止す
るため、除去等に要する経費の一部を補助し
ます。� 214万円

　自治組織に対し、運営補助金を交付し、活
動を支援します。
� 2,500万円

　日常の買い物等がしやすい環境の整備を行
い、利便性の向上を図ります。
� 500万円

アスベスト除去等事業（新規）

自治組織運営補助事業

頑張る地域応援事業（新規）

　保育園での乳幼児の保育を拡充し、土曜日
の午後も保育を行います。また、一時的な預
かり保育も行います。� 2億572万円

保育園運営・一時保育事業（拡充）

　町・観光協会・地域づくり団体が協働で町
の魅力を発信します。
� 150万円

町の魅力発信事業

　加茂市場の町営住宅団地に、公営住宅２戸
を建設します。
� 6,274万円

公営住宅建設事業

　日本脳炎、麻しん風しん、三種混合などの
予防接種を実施します。
�  2,969万円

予防接種事業

　小学生の児童を放課後に預かる団体を支援
します。（５カ所）
� 760万円

学童地域支援事業

　病院・診療所に入院する未熟児の養育に必
要な医療費を助成します。
� 107万円

未熟児養育医療事業（新規）

　胃・大腸・肺がん検診など健康診査事業を
行います。
� 1,153万円

がん検診等事業

　情緒的に不安定な児童などを支援するため
教育支援員を設置します。
� 550万円

小学校教育支援員設置事業（新規）

　旧ストックファーム草地にピオーネ園を整
備します。
� 4,139万円

ピオーネ園設置事業

　町内の建設業者を活用して、住宅の改修を
した場合、その経費の一部を補助します。
� 500万円

住宅リフォーム補助事業

地域防災計画作成事業（新規）

結婚支援事業（新規）
消火栓ボックス整備事業（新規）

岡山情報ハイウェイ冗長化事業（新規）

快適で安全な理想郷づくり

いきいきと協働する理想郷づくり

やさしさと希望あふれる理想郷づくり豊かな心を育む理想郷づくり

活力と魅力あふれる理想郷づくり

ふ る さ と

ふ る さ と

ふ る さ とふ る さ と

ふ る さ と
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２
月
26
日
、
山
本
町
長
よ
り
２
名
の
新
規
就
農
者
に
就
農

奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
就
農
奨
励
金
は
、
後
継

者
や
新
し
く
農
業
に
取
り
組
む
、
40
歳
未
満
の
就
農
者
に
対

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
対
象
は
上
竹
で
ピ
オ
ー

ネ
を
栽
培
し
て
い
る
大お

お

谷た
に

悠ゆ
う

介す
け

さ
ん
と
、
豊
野
で
水
稲
や
野

菜
等
を
栽
培
し
て
い
る
岡お

か

田だ

拓た
く

真ま

さ
ん
で
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
山
本
町
長
と
岡
山
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
島し

ま

崎ざ
き

所
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
お
二
人
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
さ
ん
（
写
真
中
央
）
は
「
技
術
を
高
め
な
が
ら
栽
培

面
積
も
増
や
し
、
お
い
し
い
ピ
オ
ー
ネ
を
作
り
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
の
代
理
で
母
の
幸ゆ

き

恵え

さ
ん
（
写
真
左
）
に
よ
り

ま
す
と
、
本
人
は
「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
物
を
提
供

し
、
町
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

お
二
人
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
13
日
、
人
工
皮
革
の
か
ば
ん
や
包
装
フ
ィ
ル
ム
な
ど

の
化
学
製
品
を
製
造
す
る
株
式
会
社
ク
ラ
レ
岡
山
事
業
所
と

吉
備
中
央
町
が
「
ク
ラ
レ
の
森
づ
く
り
協
定
」
の
調
印
式
を

行
い
、
森
林
環
境
保
全
活
動
の
協
定
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
が
推
進
す
る「
企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」

に
基
づ
き
、
平
成
20
年
５
月
８
日
に
株
式
会
社
ク
ラ
レ
岡
山

事
業
所
が
同
事
業
の
県
内
第
１
号
と
し
て
吉
備
中
央
町
と
協

定
を
締
結
し
、
従
業
員
や
そ
の
家
族
が
、
岨
谷
に
あ
る
町
有

林
１
ha
の
植
樹
や
松
林
の
下
草
刈
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

３
月
末
日
に
協
定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
活
動
区

域
な
ど
協
定
内
容
の
一
部
を
変
更
し
た
上
で
、
１
・
54　
ha
の

町
有
林
を
対
象
に
５
年
間
の
協
定
を
更
新
し
ま
し
た
。
２
期

目
は
、主
に
枝
打
ち
や
間
伐
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
る
予
定
で
、

小お

野の

寺で
ら

正ま
さ

憲の
り

執
行
役
員
事
業
所
長
は
「
今
後
５
年
間
、
た
く

さ
ん
の
人
と
共
に
、
幅
広
く
い
ろ
い
ろ
な
形
で
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
企
業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」
は
、
企
業
が
取
り

組
む
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
の
森
林
整
備
や
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
松
林
の
保
全
を
図
る
た
め
継
続
的
に
空
中
散
布

を
は
じ
め
と
し
た
松
く
い
虫
防
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
に
松
の
幹
に
あ
ら
か
じ
め
薬
剤
を
注
入
し
て
、
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
１
ミ
リ
に
も
満
た
な
い
害

虫
の
増
殖
を
抑
え
て
松
枯
れ
を
防
ぐ
「
樹
幹
注
入
」
と
い
う

方
法
が
あ
り
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
た

市
町
村
提
案
型
森
づ
く
り
事
業
に
よ
っ
て
、
今
年
１
月
に
大

平
山
い
こ
い
の
森
周
辺
の
松
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
上
田
西
地
内
の
岩
倉

公
園
周
辺
の
松
林
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

大
平
山
い
こ
い
の
森
周
辺
の

�

松
を
保
全
　

ク
ラ
レ
の
森
づ
く
り（
企
業
と
の

協
働
の
森
づ
く
り
）協
定
を
更
新

新
規
就
農
者
を
激
励

豊
野
小
学
校
児
童
、避
難
訓
練
に

あ
わ
せ
て
消
防
活
動
を
見
学

　

３
月
５
日
、
豊
野
小
学
校

で
火
災
発
生
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
吉
備
中
央
町
消
防

団
豊
野
分
団
の
協
力
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

非
常
ベ
ル
が
鳴
り
、
校
内

放
送
で
避
難
の
指
示
が
出
さ

れ
る
と
、
先
生
の
誘
導
の
も

と
子
ど
も
た
ち
は
煙
を
吸
わ

な
い
よ
う
ハ
ン
カ
チ
で
口
元

を
覆
い
「
押
さ
な
い
、
走
ら

な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
戻

ら
な
い
」
を
守
っ
て
運
動
場

に
避
難
し
ま
し
た
。

　

板い
た

鼻は
な

一か
ず

祥よ
し

校
長
は
「
避
難
訓
練
は
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

の
練
習
で
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
、
と
て
も
大

切
な
勉
強
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
緊
張
感
を
も
っ
て
や
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
児
童
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
豊
野
分
団
の
小こ

虎と
ら

均ひ
と
し

分
団
長
か
ら
日
頃
の
消
防

団
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
放
水
実
演
や
小
型
ポ

ン
プ
操
法
を
見
学
す
る
な
ど
、
児
童
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
髙た

か

田た

終し
ゅ
う
こ子
さ
ん
（
吉
川
）
は
、
山

口
県
下
関
市
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭

和
９
年
10
月
に
ご
結
婚
、
３
人
の
子
ど

も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
施
設
で
暮
ら
さ
れ
て
お
り
、

貼
り
絵
や
好
き
な
読
書
を
し
て
過
ご
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
く
よ
く
よ
し
な
い

で
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

24
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
石い

し

井い

千ち

鶴ず

枝え

さ
ん
（
上
竹
）
は
、

上
房
郡
巨
瀬
村
（
現
在
の
高
梁
市
）
で

お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
８
年
11
月
に

ご
結
婚
、
自
宅
で
和
裁
を
し
な
が
ら
４

人
の
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し�

た
。

　

現
在
は
施
設
で
暮
ら
さ
れ
て
お
り
、

ホ
ー
ル
で
み
ん
な
と
過
ご
し
た
り
、
行

事
に
参
加
し
た
り
し
て
過
ご
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
食
べ
る
こ
と
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

31
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
小お

倉ぐ
ら

茅か
や

子こ

さ
ん
（
西
）
は
、
吉
備

郡
日
美
村
（
現
在
の
総
社
市
）
で
お
生

ま
れ
に
な
り
、
昭
和
16
年
10
月
に
ご
結

婚
、
自
宅
で
助
産
婦
を
し
な
が
ら
４
人

の
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
施
設
で
暮
ら
さ
れ
て
お
り
、

本
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し

て
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
く
よ
く
よ
し
な
い
で
、
早
め

に
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
25
年
3
月
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
３
名
の
方
に
、
岡
山
県
、
吉
備
中
央
町
、
㈳
吉
備
中
央
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、
祝
金
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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■まちの話題 まちの話題
思
い
出
と
希
望
を
胸
に
卒
業

　

３
月
15
日
か
ら
22
日
に
か

け
て
町
内
の
小
・
中
学
校
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
小
学
校

１
０
１
人
、
中
学
校
76
人
の

卒
業
生
が
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
新
た
な
希
望
を
胸
に
門

出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
に
行
わ
れ
た
吉

川
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
８

人
の
生
徒
が
卒
業
。式
で
は
、

竹た
け

井い

孝た
か

充み
つ

校
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

竹
井
校
長
は
「
３
年
間
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
と
友
情
が

皆
さ
ん
の
人
生
の
大
き
な
財
産
で
す
。
ど
う
か
、
吉
川
中
学

校
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
と
絆
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
答
辞
で
は
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
手
紙
が
代
表

の
佐さ

さ々

木き

諒り
ょ
う

く
ん
に
よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
手
紙

に
は
、家
族
や
在
校
生
、

先
生
と
の
思
い
出
や
感

謝
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ

て
お
り
、
涙
を
流
す
生

徒
や
保
護
者
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
卒
業
の
歌

の
合
唱
が
行
わ
れ
、
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
中
学

校
生
活
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

保健福祉シリーズ 78

役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

５
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ５月17日（金）午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 井原コミュニ
ティーセンター

相談 行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

５
月
７
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

５
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
25
年
５
月
16
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　
地
域
の
緑
化
活
動
の
た
め
に

軽
自
動
車
税
は
５
月
31
日
㈮

　
　

ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

○
平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
㈮
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
領
収
書
に

添
付
さ
れ
て
い
る
納
税
証
明
書
は
、
車
検
を

受
け
る
際
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限

の
前
日
ま
で
に
振
替
口
座
の
預
金
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替
後
６

月
中
旬
頃
に
、
は
が
き
に
て
口
座
振
替
済

車　　種 手　続　き　先

軽自動車 → 軽自動車検査協会岡山事務所
　☎ 086－ 245－ 3600

125cc 以上の
二輪車 → 中国運輸局岡山運輸支局

　☎ 050－ 5540－ 2072
原動機付自転車・
小型特殊自動車 → 吉備中央町役場
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

通
知
書
・
納

税
証
明
書
を

送
付
し
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税

は
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

購
入
や
譲
渡

等
に
よ
り
所
有

者
に
な
っ
た
場

合
、
住
所
を
変

更
し
た
場
合
、

譲
渡
や
廃
車
、

盗
難
等
に
よ
り

所
有
者
で
な
く

な
っ
た
場
合
に

は
、
下
記
の
場

所
で
必
ず
手
続

『
緑
の
募
金
』に

　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

春
の
緑
化
推
進
運
動（
４
月
１
日
～
５
月
31
日
）

　

森
林
を
は
じ
め
と
す
る
緑
資
源
は
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
護
等
、

地
球
環
境
の
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
私
た
ち
が
健
康
な
生
活
を
続
け
て

行
く
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
源

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

「
春
の
緑
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
、
こ
の

推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会
に
よ
る『
緑
の
募
金
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、
吉
備
中
央
町
に
も
配
分
さ

れ
、地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
つ
き
ま
し

て
は
、
区
長
・
班
長
さ
ん
へ
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人　

岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

�

☎
０
８
６

－

２
２
１

－

９
５
１
１

　

農
林
課　

林
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

高校生までの医療費を無償化します平成25年

４月１日よ
り

　病院や薬局等で受診された際の医療費の自己負担分について、現在「中学生まで」無料で受診す
ることができておりますが、この年齢を平成25年４月１日より「高校生まで」に拡大します。高校
生等の方は資格登録申請が必要となります。下記の資格要件に該当される方は申請をお願いします。

資格要件 満18歳に達する日の属する年度の末日までの方で、下記の高校等に在学している方。
（高等学校・中等教育学校・高等専門学校・高等専修学校・特別支援学校の高等部）

申請方法
・受給者証の交付はありませんが、事前に資格登録申請が必要です。
・�病院や薬局等で受診し、医療費の自己負担分（３割または１割）をお支払いされた後、�
役場へ申請（領収書を添付）すると自己負担分が償還（返金）されます。

【資格登録申請】
・資格登録申請書を提出してください。
　（添付書類：在学証明書または学生証の写し・医療保険の被保険者証写し）
・�平成25年度に、16歳・17歳・18歳に到達される方へは「資格登録申請についてのお知らせ」を
３月下旬に送付しておりますので、申請を希望される方は、必要事項をご記入の上、申請して
ください。
・申請書提出月の１日から給付となります。
　＊�なお、中学生までの方は、手続きは何もありません。現在お持ちの受給資格者証を継続して
ご使用ください。

　詳細につきましては、保健課までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　　☎０８６６－５４－１３２６
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成
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駅
か
も
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館
】
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称　

有
限
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小
林
成
和
建
設

　

住
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備
中
央
町
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田
西
５
１
３

－

５

②【
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備
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央
町
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流
促
進
セ
ン
タ
ー
】
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�

有
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�

吉
備
中
央
町
下
加
茂
１
０
７
３

－

１

③【
吉
備
中
央
町
飛
躍
の
郷「
ひ
だ
ま
り
」】

●
指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
住
所

　

名
称　

上
田
西
住
民
会

　

住
所　

吉
備
中
央
町
上
田
西
１
１
９
６

④�【
吉
備
中
央
町
地
域
食
材
供
給
施
設（
品
野

屋
）】

●
指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
住
所

　

名
称　

有
限
会
社　

小
林
成
和
建
設

　

住
所　

吉
備
中
央
町
上
田
西
５
１
３

－

５

⑤【
吉
備
中
央
町
ラ
ー
バ
ニ
ス
ト
小
森
の
里
】

健康教室
に

  参加し
よう！

いきいきと自分らしく暮らすための講座の一つとして、
ぜひご利用ください。

平成25年度 いきいきヘルスアップ教室
対　象　町内在住の方ならどなたでも参加できます。
内　容　生活習慣病予防のための講話・運動実技・調理実習を行います。
講　師　医師、健康運動指導士、管理栄養士等	
時　間　９：３０～１３：００
会　場　農業振興センター　視聴覚室・調理室	
料　金　無料
定　員　40名
持参品　筆記用具、エプロン、三角巾、手拭きタオル、水分補給用のお茶
　　　　＊動きやすい服装でお越しください。

開 催 日 開 催 日
第１回 ５月９日（木） 第６回 10月10日（木）
第２回 ６月13日（木） 第７回 11月14日（木）
第３回 ７月11日（木） 第８回 12月12日（木）
第４回 ８月８日（木） 第９回 １月９日（木）
第５回 ９月12日（木） 第10回 ２月13日（木）

＊５月９日の第１回目は、生活習慣病予防、吉備中央町の現状について講義を行います。
　２回目以降の内容についての詳細は５月９日にお知らせします。

生活習慣病予防講話

結核・肺がん検診のお知らせ
　レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。
【対 象 者】　結 核 検 診：65歳以上の方
　　　　　 　肺がん検診：40歳以上の方　　※年齢基準日：平成26年４月１日

【検査料金】　無料

【日　　程】
期　日 実施場所 受付時間 期　日 実施場所 受付時間

５月24日
（金曜日）

（溝部）藤村昌之様宅横
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場
笹目公会堂
新山ほほえみセンター
井原コミュニティセンター
（千守）岡田鉄夫様宅前
豊岡いきいきプラザ
湯の瀬温泉前
ラーバニスト小森の里
（小森）浅田土建事務所前

9:20～ 9:35
9:50～10:05
10:20～10:30
10:45～11:05
11:20～11:40
11:55～12:05
13:20～13:45
14:00～14:15
14:30～14:45
15:00～15:15

５月29日
（水曜日）

下竹荘公民館
椿公会堂
（下竹）ライスセンター
（黒土）宮井昭夫様宅前
（豊野）森下誠一様宅前
ロマン高原かよう総合会館

9:00～ 9:50
10:10～10:25
10:40～11:10
11:25～11:50
13:10～13:25
13:40～14:40

５月27日
（月曜日）

柿山集会所
（実方）小倉幸康様宅車庫前
円城基幹集落センター
飛躍の郷「ひだまり」
上田東共栄公会堂
（三納谷）石井和夫様宅車庫前
細田公会堂
和田公民館
長田ふれあいセンター

9:10～ 9:25
9:45～10:05
10:20～10:55
11:10～11:30
11:45～12:00
13:15～13:30
13:45～14:05
14:25～14:40
14:55～15:15

５月30日
（木曜日）

黒山京ぐろ倉庫
河内田公会堂
藤田公会堂
吉川公民館
おかやま酪農業協同組合
北老人ホーム
（湯山）遠藤光男様宅前

9:30～ 9:45
10:00～10:20
10:35～11:00
11:15～11:45
13:15～13:40
14:00～14:40
14:55～15:15

５月28日
（火曜日）

お祭り会館
美原集落センター
（高谷）長丸ふれあいセンター
高原上野公民館
業務商業ビル
竹部公民館
（広面）西信建設前
津賀小学校
役場加茂川庁舎

9:10～ 9:40
9:55～10:10
10:35～10:50
11:05～11:20
11:35～12:05
13:20～13:35
13:50～14:00
14:15～14:35
14:50～15:20

５月31日
（金曜日）

キョーエイ賀陽店
上竹荘公民館
室納生活センター
舞地選果場
大和公民館
東村ふれあい市場
梅戸石材店前
西生活センター

9:20～10:00
10:15～10:45
11:05～11:20
11:35～11:50
13:15～14:00
14:15～14:45
15:00～15:20
15:35～15:50

★喀痰検査：�50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、受診をおす
すめします。レントゲン検査当日、検査料金400円（容器代含む）を支払い、３日分の痰を取っ
て郵送で提出します。

　結核・肺がん検診の受診票は、平成23年度、24年度に検診を受けられた方及び、今年度40歳
になられる方へ地区愛育委員さん等を通じてお配りしています。受診票をお持ちでない方で、受
診希望の方は保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６までご連絡ください。
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人事異動及び機構改革～定住促進課の新設～
人事異動及び機構改革がありましたので、行政組織、機構図をお知らせします。

吉備中央町職員配置表（平成25年４月１日付）
町　長 山本　雅則 副町長 岡田　　清 教育長 津島　雅章

局　　長� 芦田　啓次
局長補佐� 福田　要子

会計管理者（兼会計管理室長）
� 山本　鉄夫
参　　事（会計班長兼物品管理班長）
� 大月　久志
主　　査� 大森　初恵
主　　査� 大隅さおり
課　　長� 山根　啓史
課長補佐（行政班長）� 大倉　　通
課長補佐（財政班長）� 浅桐　　章
主　　幹� 山本　敦志
主　　査� 内藤　和恵
主　　査� 石伊　利光
主　　査� 楢嵜　秀徳
主　　査� 成本　昌代
主　　査� 石坂　晃則
主　　査� 古林　直樹
主　　事� 田中那歌子
主 事 補� 小林　竜市
課　　長� 木村　二昭
課長補佐（課税班長）� 大木　一恵
課長補佐（収税班長）� 小林　幸治
主　　幹� 伊賀　裕典
主　　査� 大月　道広
主　　査� 飯田　星治
主　　事� 石井　　宏
主　　事� 小倉　慶一
主 事 補（新採用）� 仁枝　愛美
主 事 補（新採用）� 河内　哲人
課　　長（兼吉備高原都市事務所長）
� 大塚　　実
課長補佐（総合政策班長兼都市づくり班長）
� 戸田　真吾
課長補佐（情報政策班長兼公聴広報班長）
� 中西　　功
主　　査� 難波　　勇
主　　査� 山本　裕紀
主　　査� 石井　克延
主 事 補（新採用）� 三波　由希

課　　長� 岡﨑　道雄
課長補佐（地域振興班長）� 岸本　久夫
課長補佐（商工観光班長）� 丸山　節夫
主　　査� 片山　和子
主　　査� 戸田　健治
主　　査� 大木　善量
主　　事� 難波　美紀
主 事 補（新採用）� 難波　亮太
課　　長（兼大和支所長）� 鴨崎　正一
課長補佐（戸籍住民班長）� 岡本　一志
課長補佐（環境衛生班長）� 葛原　邦子
主　　幹� 根本喜代香
主　　査� 坂元　朋美
主　　事� 犬飼　博昭
主　　事� 横田　啓子
主 事 補（新採用）� 藤森　広崇
兼（支 所 長� 鴨崎　正一）
主　　査� 堀　　恵子
支 所 長� 石井　純子
主　　査� 高島　雪絵
課　　長� 土居　　進
参　　事（社会福祉班長）� 早原　功記
主　　幹（障害福祉班長）� 亀山　勝則
課長補佐（介護支援班長）� 冨士本里美
課長補佐（包括支援センター所長）
� 石井　瑞枝
課長補佐（吉備中央町社会福祉協議会事務局長）
� 瀬尾　　誠
主　　幹� 早川　順治
主　　査� 難波　陽子
主　　査� 永安　浩介
主　　査� 宮井久美子
主　　事� 藤原真由美
主 事 補（新採用）� 井川ちせい
保 健 師� 松田　良子

嘱託：草地順子・森下幸子・難波美里

派遣：黒瀬晃子 ･藤井智加子 ･大木和子
　　　瀬島由美子 ･高見京子 ･武縄和弘

課　　長� 瀬尾　純子
参　　事（地域保健班長）� 千田　政子
課長補佐（医療保険班長）� 杉原　宏典
課長補佐（子育て支援班長）�平井　秀子
主　　幹� 槙本　利江
主　　幹� 塚田　恵子
主　　幹� 古好　広徳
主　　査� 石伊　陽子
主　　査� 山本　昌幸
主　　査� 金光　　瞳
保 健 師� 石坂真由美
保 健 師� 伊藤しおり
保 健 師（新採用）� 中倉　　萌
保 健 師（新採用）� 小虎　泰之
栄 養 士� 伊達　道子
栄 養 士� 野瀬　昌代
保 育 士� 新山亜希子
課　　長� 小室　弘司
課長補佐（農業振興班長）� 山本　泰弘
主　　幹（林業振興班長）� 山口　文亮
主　　幹� 荒谷　哲也
主　　幹� 岡﨑　直樹
主　　査� 難波　勝也
主　　査� 大木　信幸
主　　事� 池上　友弥
主　　事� 安延　直樹
主 事 補� 難波　愛実
課　　長� 河内　永樹
課長補佐（建設班長兼技術検査班長）
� 河内啓一郎
課長補佐（農林土木班長）� 石田　卓己
課長補佐（農林土木副班長）�小谷　条治
課長補佐（用地班長）� 葛原　克則
主　　幹� 高見　知之
主　　幹� 富田　初誠
主　　査� 鎌坂　京子
主　　査� 高見　佳孝
主　　査� 土居　正吾
主　　査� 津島　明範
主　　査� 片山　裕紀
主 事 補� 浮森　大輔
主 事 補（新採用）� 山本　裕弘
運 転 員（再任用）� 仁澤　三男

所　　長（兼井原出張所長兼総合福祉センター所長）
� 大月　　弘
所長補佐（総務住民福祉班長兼農林建設班長）
� 大月　好恵
主　　幹� 草地　一恵
主　　幹� 田原　茂美
主　　査� 小林　正恵
主　　査� 内藤　　実
主　　査� 大藪　京子
主　　査� 林　　正子

兼（草地一恵・田原茂美・大藪京子・
　　小林正恵・林　正子）

課　　長� 石坂　公宏
主　　幹（定住促進班長）� 奥野　充之
主　　査� 大樫　隆志
主　　事（岡山県大阪事務所派遣）
� 松山　　慎
主 事 補（新採用）� 植木　宏美
課　　長� 沼田　　力
参　　事（上水道班長）� 黒瀬　　貢
課長補佐（下水道班長）� 石田　三男
主　　幹� 髙森　　学
主　　幹� 能勢　恭行
主　　幹� 宮田　慎治
主　　幹� 大月　　豊
主　　査� 福原　　修
主　　査� 淺田　康正
主　　査� 西﨑　　肇
主　　査� 大倉　弘規
主　　査� 上森　章由

兼（所　　長� 大塚　　実）
兼（主　　査� 高島　雪絵）

高梁地域事務組合（農林課付け）
総務課長� 宮井　健次
主　　査� 三高　昌之

吉備中央農業公社（農林課付け）
業務課長� 片山　義孝

議　会
事務局
（監査
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退　職　者
平成25年3月31日付
※（　　）は旧所属

池田　昭一（会計管理者兼会計管理室長）　　田村　昌亮（協働推進課長）
綱島　恭治（住民課長）　　冨田　哲雄（農林課長）
土居　　豊（加茂川総合事務所長兼井原出張所長）
杉田　　稔（教育委員会事務局長）
金光　文雄（水道課参事）　　秋山　洋子（協働推進課課長補佐）
丸山　和夫（住民課課長補佐）　　片山　和治（加茂川総合事務所所長補佐）
岡田　悦雄（農林課主幹）　　仁澤　三男（建設課運転員）
繁森　幸子（上竹荘保育園園長）　　三村みゆき（大和中学校嘱託校務員）

■定住促進課を加茂川庁舎に新設
　定住のための基本となる「住まいの提供」「就労の場の確保」「結婚対策」などについて重点的に取り組む
ため、定住促進課を新設しました。これにより、企画課で行われていた企業誘致・空き家の情報提供に関す
る業務と協働推進課の定住奨励金・ハートフルタウン分譲地の販売促進に関する業務が定住促進課に移行さ
れます。
【定住促進課の連絡先】　☎０８６７－３４－１１１６
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主　　査� 永安　裕美
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学校指導主事� 中山　博文
社会教育指導員� 武田　公一
園　　長� 鈴木　栄子
主任教諭� 入澤美由起
教　　諭� 伊賀麻美子
嘱託教諭� 行安　遵子
園　　長� 森本　貴子
主任教諭� 楢嵜　日佳
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教　　諭（新採用）� 葛城　美佳
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嘱託校務員� 丸山伊津子
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調理員� 上村美津子

校務員� 山下　久子
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調理員� 高森　智弘
嘱託保育士� 高見真由美
園　　長� 菅野寿美子
主任保育士� 宮井　智子
保育士（新採用）� 岡﨑　加奈
嘱託保育士� 河原　優子
園　　長� 河内　博子
主任保育士� 石田　広子
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で
は
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十
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を
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こ
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に
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伺
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ま
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の
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も
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ご
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梁
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催
】
岡
山
地
方
法
務
局

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
相
談
予
約
電
話
受
付
）

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

４
６
０
６

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で
働
く
従

業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ま
が
加
入
す
る
健

康
保
険
で
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
40
歳
以
上
の
被
扶
養

者
（
加
入
者
ご
家
族
）
を
対
象
と
し
た
特
定

健
診
を
実
施
し
、
そ
の
健
診
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
被
扶

養
者
の
方
が
、
特
定
健
診
（
基
本
的
な
健

診
）
を
県
内
の
実
施
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
の
自
己
負
担
額
は
、
１
，６
７
５
円
に

変
わ
り
ま
す
。（
平
成
25
年
３
月
ま
で
は
２
，

６
０
０
円
）

　

ま
た
、
集
団
健
診
の
会
場
で
は
、
１
０
０

円
以
下
の
自
己
負
担
額
で
特
定
健
診
を
受
診

い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支

部　

☎
０
８
６

－

８
０
３

－
５
７
８
４
ま�

で
。

　

http://w
w
w
.kyoukaikenpo.or.jp/

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ

コ
ン
基
本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○�

申
込
受
付

　

平
成
25
年
４
月
26
日
㈮
か
ら
５
月
９
日
㈭

ま
で
に
受
講
申
込
書
を
郵
送
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン

タ
ー
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
受
講
期
間

　

平
成
25
年
５
月
28
日
㈫
～
７
月
３
日
㈬

　

期
間
内
の
毎
週
火
～
金
曜
日
の
22
日
間

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
会　

場

　

�

ア
ビ
リ
テ
ィ
編
：
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡

山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

ス
キ
ル
編
：
岡
山
市
内
（
会
場
未
定
）

○�

応
募
資
格

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
い
っ
た

ん
仕
事
を
中
断
し
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
22
日
間
出
席
で
き
る
方

○�

受
講
料　

無
料

　

た
だ
し
、
教
材
費
・
検
定
受
験
料
は
実
費

負
担
（
合
計
１
万
円
程
度
）

○�

募
集
人
数

　

各
回
15
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０

－

０
８
０
７

　

岡
山
市
北
区
南
方
２

－

13

－

１

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
F

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

�

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

３
３
０
７

　

http://w
w

w.pref.okayam
a.jp/soshiki/187/

憲
法
週
間
行
事
に
つ
い
て

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

日
本
国
憲
法
は
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
施
行
を
記
念
し
、

国
の
成
長
を
期
す
る
た
め
に
こ
の
日
が
憲
法

記
念
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
及
び
弁
護
士

会
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を
中
心
と
す

る
５
月
１
日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週
間

を
憲
法
週
間
と
し
、
次
の
行
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１　

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金
銭
の
貸
借
、

離
婚
、
相
続
、
人
権
、
子
ど
も
の
非
行
・
人

権
、
登
記
な
ど
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
事
前

申
込
み
不
要
）

▪
開
催
日　

５
月
９
日
㈭

▪
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら

�

午
前
11
時
30
分
ま
で

▪
場　
　

所　
岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

29

　
　
　
　
　
　

岡
山
弁
護
士
会
館
会
議
室

▪
担　
　

当　

�

岡
山
弁
護
士
会
、
岡
山
地
方

法
務
局

※�

当
日
、
駐
車
場
の
混
雑
が
見
込
ま
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

２　

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
等

⑴�

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
、
裁
判
の
傍

聴

　

裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
は
、
随
時
、

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
裁
判
は
自

由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
団
体
で
の
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

⑵
検
察
庁
の
見
学

　

検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

３　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

⑴��

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の
開
設
、
裁
判

員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
及
び
裁
判
の
傍
聴

に
つ
い
て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

８

－

42

　

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報
係

　

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

６
７
７
１

⑵
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

　

岡
山
市
北
区
南
方
１

－

３

－

58

　

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
８
６
７

◎�「
コ
ー
ラ
ス
教
室
」～
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

音
色
に
素
敵
な
う
た
ご
え
を
！
～

　

■
日
時
／
５
月
21
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
内
容
／�

ソ
プ
ラ
ノ
と
ア
ル
ト
に
分
か
れ

童
謡
な
ど
合
唱

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎「
ふ
る
さ
と
伝
承
教
室
」～
子
ど
も
和
太
鼓
～

　

■
日
時
／
５
月
25
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
内
容
／
清
流
恩
木
太
鼓
の
継
承

　

■
受
講
料
／
無
料

　

■
お
申
し�

込
み
／
見
学
等
を
希
望
さ
れ
る

方
は
御
北
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎「
竹
細
工
教
室
」
～
竹
か
ご
を
編
も
う
～

　

■
日
時
／
５
月
27
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

■
場
所
／
豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

■
内
容
／�
竹
か
ご
を
編
む
た
め
の
竹
ひ
ご

作
り
か
ら
学
ぶ

　

■
受
講
料
／
３
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／�
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

5月号

出会いの
号

扉
2013年 ５月の休館日

３日　４日
５日　６日
13日　19日
20日　27日

＜一般書＞　�
　自分で編み出した独特の
言葉を話し、小鳥と心を
通わせ合う兄。周りから理
解されない兄を静かに見守
る弟は、ただひとり兄の言
葉を聞き分けることができ
た。兄がこの世を去った後
も、兄がしたように小鳥を
愛した弟は、いつしか「小
鳥の小父さん」と呼ばれる
ようになっていた…。小川
洋子の世界に浸れるかなし
く、やさしい物語。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜絵　本＞　�
　トラックうんてんしゅの
マルコは、かわいいむすこ
にたんじょうびのおくりも
のをわたそうと、うちへい
そぎます。ところがとちゅ
うでトラックがとまってし
まい、こまったマルコはど
うしたでしょう？さあ、ぶ
じにむすこのまつうちへか
えれるのでしょうか？ペー
ジをめくるのが楽しくなっ
ちゃうしかけ絵本です。　
� （かもがわ図書館）

『ことり』
小川洋子/著　朝日新聞出版

『たんじょうびのおくりもの』
ブルーノ･ムナーリ／作
谷川俊太郎/訳

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　 9日（木）午前10時30分～10時50分
　　　　　　　　 かもがわ図書館
　　　23日（木）午前10時30分～10時50分　
　　　　　 　　　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　18日（土）午後２時～午後２時50分

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
平ひ
ら

松ま
つ

菜な

な々

美み

さ
ん
の
「
わ
た
し
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「わたしの
� ひいばあちゃん」

下竹荘小学校　２年

平
ひら

松
まつ

 菜
な

々
な

美
み
さん

　

い
ま
わ
た
し
が
す
ん
で
い
る
お
う
ち
は
、
な
つ

や
す
み
ま
え
の
七
が
つ
十
七
に
ち
に
な
く
な
っ

た
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
で
す
。

　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
げ
ん
き
だ
っ
た
と
き
は
、

か
も
が
わ
に
す
ん
で
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
、
ひ

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
び
ょ
う
い
ん
に
い
っ
て
い
ま
し

た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
目
を
つ
む
っ

て
ベ
ッ
ド
に
ね
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
。」

「
お
き
て
。
げ
ん
き
。」

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

と
、こ
え
を
か
け
ま
し
た
。い
も
う
と
の
ま
い
ち
ゃ

ん
が
、

「
パ
ン
マ
ン
。」

と
い
う
と
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
う
た
を
う
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
え
も

ん
の
う
た
も
う
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ひ
い
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
わ
た

し
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
だ
い
す
き
だ
っ
た
ひ

い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
と
つ
ぜ
ん
い
な
く
な
り
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
な
き
そ
う
で
し
た
。
あ
ん
な
に

げ
ん
き
だ
っ
た
の
に
、
な
ん
で
だ
ろ
う
と
お
も
い

ま
し
た
。
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
か
ら
だ
は
、
つ
め

た
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
か
ち
こ
ち
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

お
そ
う
し
き
に
い
っ
た
と
き
、
な
み
だ
が
た
く

さ
ん
で
ま
し
た
。ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
や
く
と
き
、

わ
た
し
は
や
い
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
で
す
。

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
。
わ
た
し
の

こ
と
、
ぜ
っ
た
い
わ
す
れ
な
い
で
ね
。
て
ん
ご
く

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
、
ぶ
じ
あ
る

い
て
い
っ
て
ね
。」

と
い
い
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
、

「
わ
か
っ
た
よ
っ
て
、
き
こ
え
た
よ
。」

と
、
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
ま
わ
た
し
は
、
う
ん
ど

う
か
い
の
れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん
ば
っ
て
る
よ
。
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
は
、
と
っ
て
も
た
の
し
い
の
で

み
て
ね
。

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

いじわる せなけいこ／すずき出版 か

４こうねんのぼく ひぐちともこ／そうえん社 か

しゃもじいさん かとうおまふみ／あかね書房 ロ

きょうはすてきなドーナツようび 山田詩子／アリス館 ロ

児　

童　

書

ほねほねザウルス９ グループアンモナイツ／岩崎書店 か

クモの巣図鑑 新海　明／偕成社 か

月の満ちかけ絵本 大枝史郎／あすなろ書房 ロ

オクサ・ポロック１　希望の星 アンヌ・プリショタ／西村書店 ロ

一
般
実
用
書

肉を食べる人は長生きする 柴田　博／ＰＨＰ研究所 か

懐かしい歌・思い出の歌 レクリエーションネットワーク か

スタンフォードの自分を変える教室 ケリー ･マクゴニガル／大和書房 ロ

つくってあげたいシニアの「置き弁」 舘野鏡子／NHK出版 ロ

一
般
読
み
物

笑うハーレキン 道尾秀介／中央公論新社 か

にっぽん全国　百年食堂 椎名　誠／講談社 か

世界から猫が消えたなら 川村元気／マガジンハウス ロ

けさくしゃ 畠中　恵／新潮社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
5月 出 演 おはなしやさん　ロマン高原かよう図書館

司書が選ぶ

この一冊

講座

今
年
度
か
ら
の
図
書
館
雑
誌

　図書館にある雑誌の中でも、特に人気の『現代農
業』（農文協）。土や畑のこと、野菜作りの手法や技術、
加工品作りなど農業情報を網羅する。
　で、聞いてみたいと思いませんか？『現代農業』
のでき方、取材秘話のあれこれ。『現代農業』ファン、
集まれ～！
　　日　時　　平成25年６月２日（日）　午後２時～
　　場　所　　かもがわ図書館
　　　　　　　＊詳しくは、チラシをご覧ください。

「だから『現代農業』は
� おもしろい！」

雑誌

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館
レタスクラブ オレンジページ
婦人公論 エッセ
すてきな奥さん（新） 子どもの科学（新）
やさいの時間 ひよこクラブ
サライ 天然生活
からだにいいこと 男の隠れ家
ゆほびか きょうの健康（新）
すてきにハンドメイド（新） オセラ
暮らしの手帖（新） 文藝春秋
リリオ コットンタイム（新）
ビズマム かぞくのじかん（新）
＊各雑誌の最新号以外は、貸出ができます。
＊�（新）は、今年度４月より、その図書館に新しく並ぶ雑誌です。

『タウン情報おかやま』『現代農業』は、両館に！

《県立図書館の本が入れ替わりました》
次回の入替は7月です。6月26日（水）まで、借りることができます



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

大
月　

裕
太
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

お
お
つ
き　

ゆ
う
た

元気いっぱい遊んで食べて大きく
な～れ！！

平成24年５月８日生まれ武
村　

莉
子
ち
ゃ
ん
（
田
土
）

た
け
む
ら　
　

り

こ

平成24年５月28日生まれ

お姉ちゃんと仲良く、
すくすく大きく育ってね

谷
村　

蒼
桜
ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

た
に
む
ら　
　

あ　

お

平成24年５月19日生まれ

あおちゃん、おめでとう！
明るく元気に大きくなってね

西
山　

綾
音
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

に
し
や
ま　

あ
や
ね

笑顔いっぱい・元気いっぱいのあやちゃん♡
これからもすくすく育ってね♡

平成24年５月21日生まれ 石
田　

菜
望
ち
ゃ
ん
（
西
）

い
し
だ　

な
の
み

わが家の待望の姫☆
３人のお兄ちゃんと仲良くね

平成24年５月17日生まれ 太
田
彩
心
佳
ち
ゃ
ん
（
案
田
）

お
お
た　

あ　

み　

か

誕生日おめでとう
明るい笑顔をいつまでも！

平成24年５月16日生まれ

水
間　

斗
蒼
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

み
ず
ま　
　

と　

あ

平成24年５月17日生まれ

笑顔にいつも癒されてるよ♪
元気にすくすく大きくなってね☆

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》�

宮
脇
　
和
惠
選
（
投
句
者

122
名
）

「
佳
作
」

　
　
　

元
気
良
く
お
は
よ
う
の
声
朝
一
番�

禰
元　

梨
花

　
　
　

旅
立
ち
の
歌
声
響
く
卒
業
式�

茅
野　

由
依

　
　
　

が
ん
ば
れ
と
仲
間
の
声
が
背
中
押
す�

小
虎　
　

睦

　
　
　

涙
声
思
い
出
残
る
我
が
校
歌�

疋
田　

愛
実

　
　
　

友
だ
ち
の
い
な
い
あ
の
子
に
か
け
る
声�

國
富　

碧
衣

「
三
光
」

　

人　
叫
び
た
い
原
爆
０
を
目
指
す
声�

下
山
美
咲
子

　

地　
声
に
出
し
感
謝
を
伝
え
る
門
出
の
日�

田
中　

友
貴

　

天　
世
界
中
響
く
と
い
い
な
笑
い
声�

片
山　

裕
貴

《
一
般
の
部
》�

生
駒
　
聖
天
選
（
投
句
者
33
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　

合
格
を
弾
ん
だ
声
が
受
話
器
か
ら�

早
原
登
美
子

　
　
　

被
災
地
の
あ
の
日
あ
の
声
い
つ
ま
で
も�

片
山　

紀
彦

　
　
　

達
者
か
と
声
が
聞
き
た
い
い
ま
一
度�

草
地　

隼
人

　
　
　

次
世
代
は
僕
に
任
せ
と
呱
々
の
声�

宮
脇　

和
惠

　
　
　

山
彦
の
如
く
生
き
て
る
夫
婦
仲�

石
田　

英
三

「
三
光
」

　

人　
待
ち
わ
び
た
産
声
春
を
呼
び
寄
せ
る�

海
士
部
節
子

　

地　
復
興
へ
小
さ
な
声
を
束
に
す
る�

黒
瀬　

嘉
子

　

天　
う
ぐ
い
す
の
声
へ
介
護
の
窓
を
あ
け�

中
尾　

里
恵
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　３月２日、卒業式を挙行いたしました。卒業する90名は、本学
園の創立20周年記念の年に入学してきた生徒で、学園関係者とし
ても感慨深いものがありました。
　木畑校長先生より、卒業生一人ひとりに卒業証書が渡され、続
いて理事長の告示（代読）、学園長のあいさつ、吉備中央町長から
の祝辞、PTA会長からの祝辞と粛々と式は進みました。
　そして、在校生総代から卒業生への送辞が読まれた後、厳粛な中、
卒業生総代から答辞が読み上げられました。

　送辞では先輩の卒業を祝い、別れゆく寂しさが読み上げられ、答辞で
は３年間の思い出と別れゆく寂しさ、これからの歩みだすことへの期待
と不安などが読み上げられました。
　最後は、卒業生のクラス担任が、それぞれのクラスを引率し退場。最
後の卒業生の姿が見えなくなるまで、会場からは大きな拍手が贈られて
いました。
　立派に卒業した90名の皆さまの今後の益々の活躍をお祈りいたします。
� 吉備高原学園高等学校　職員一同

＊５月の課題は「守る」、６月の課題は「力」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　�毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー

津賀公民館 平成25年３月秀句　題「声」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

三
月
も
今
日
よ
り
始
む
寒
ゆ
る
み
春
の
息
吹
の
小
雨
も
や
さ
し�

土
居　

於
栄

高
原
の
過
疎
の
里
山
夜
を
込
め
て
防
犯
灯
は
ひ
か
り
放
て
り�

土
居　

照
代

手
つ
か
ず
の
鎮
守
の
森
と
崇
め
し
も
伐
ら
れ
て
今
は
朝
日
差
し
込
む�

難
波　

良
子

少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
る
そ
れ
だ
け
で
何
だ
か
う
れ
し
く
伸
び
の
び
を
す
る�

河
内　

晶
子

山
裾
に
群
な
し
咲
き
た
る
ひ
な
す
み
れ
薄
紫
に
彼
岸
彩
る�

山
本　

豊
子

八
十
の
春
草
木
萌
え
た
つ
山
畑
の
景
色
ま
と
う
て
気
長
に
生
き
る�

中
山　

文
恵

お
だ
や
か
な
陽
ざ
し
を
浴
び
て
い
も
植
え
に
励
む
人
等
も
上
衣
を
ぬ
い
で�

國
只
由
紀
子

大
き
声
蛙
の
声
か
ゆ
く
り
な
く
幻
聴
か
も
と
つ
れ
あ
い
に
聞
く�

山
﨑
し
げ
る

金一封（結婚記念）　�
　　　山本　裕明、円〈上田東〉

お 便 り と 写 真 ありがとうございました
平成24年度　吉備高原学園高等学校　第20回卒業式



イベント情報

『岩倉山ウォーキング』参加者募集!!
　新緑の季節!!待ちに待ったゴールデンウイークに、岡山県のど真ん中に
位置する岩倉山で楽しい1日を過ごしてみませんか？

●日　　時　平成25年5月3日（金・祝日）小雨決行
　　　　　　午前10時30分～　出発
●集合場所 円城ふるさと村（円城基幹集落センター）
●コ  ー  ス 岩倉公園周辺
●参  加  費 大人 500円
　　　　　　小学生以下 300円

●お申込み方法 参加ご希望の方は、下記へ電話で
　お申込みください。

【お申し込み・お問い合わせ先】

　道の駅かもがわ円城　　　☎0867-34-0300
　協働推進課　商工観光班　☎0866-54-1301

（昼食代込み）

　心温まるおもてなしでお迎えします。皆さまのご参加をお待ちしています。

フォト
トピックス
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
回
の
表
紙
は
尾
原
地
区
内
に
あ

る
「
尾
原
の
一
本
ザ
ク
ラ
」
の
写
真

で
す
。

　

こ
の
桜
は
推
定
樹
齢
２
０
０
年
。

樹
種
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
で
、
町
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
春
の
暖
か
な
陽
気
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

�

石
井

【
編
集
後
記
】

▼
こ
の
た
び
、
課
内
の
事
務
分
掌
変
更

に
よ
り
、
広
報
担
当
を
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
の
頃
は
失
敗
の
連
続
で
、
特

集
や
表
紙
、
編
集
後
記
な
ど
、
何
を
書

こ
う
か
、
何
を
撮
ろ
う
か
、
い
つ
も
悩

ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
３
年
経
っ
た
今
で
も
、
そ
の
悩
み
は

無
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
取
材
や

編
集
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
何
と
か
広
報

紙
を
36
回
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま�

す
。
本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

難
波

　総合文化祭が開催されました
　３月２日から３日にかけて、ロマン高原かよう総合会館で、吉備中央町文化
協会主催による「第７回総合文化祭」が開催され、同会員が日頃の活動の成果
を発表しました。
　展示の部では、華・書道、写真、布絵本、水彩画、絵手紙など、力作揃いの
作品が会館内に展示され、絵手紙やちぎり絵の体験コーナーなども設けられま
した。

　吉備中央町消防団操法訓練大会開催
　３月10日、かもがわ総合スポーツ公園で、吉備中央町消防団操法訓練大
会が行われ、ポンプ車操法の部４チーム、小型ポンプ操法の部４チームが
訓練の成果を競い合いました。
　開会式では、選手を代表して円城分団第２部の綱

つな
嶋
しま
茂
しげる
団員が「熱き想い

を胸に、日ごろの練習の成果を遺憾なく発揮し、正々堂々競技することを
誓います」と力強く選手宣誓を行いました。
　競技では、約270名の団員が見守る中、選手が操法技術の正確性や迅速
性を堂々と披露しました。
　なお、結果は次のとおりで、小型ポンプ操法の部で優勝した御北分団は、
５月に岡山県消防学校で開催される県大会に出場されます。（敬称略）

図書館主催　第３回  おとなの朗読会

「浪漫名作劇場～源氏物語に遊ぶ～」 平安宮中の雅に浸る
　３月10日、ロマン高原かよう総合会館で、第３回おとなの朗
読会が開催され、約70名が参加されました。
　はじめに、童謡「うれしいひなまつり」をみんなで歌い、第１
部で中山美保（元 RSK アナウンサー）さんが「源氏物語」につ
いて平安時代ゆかりのお雛様や十二単を見ながらわかりやすく解
説されました。第２部の語り劇では木口和枝さん（宮城社師範）
の琴の調べにのせて、中山美保さんが「桐壺　その愛と光の君誕
生」を演じられました。
　「平安の宮中が垣間見れるような楽しいひと時だった」など多くの感嘆の声があり、余韻にひたりなが
ら参加者は会場を後にされました。

　２日目には、同会館内ホールにおいて「ステージ発表」が行われ、詩吟、日本舞踊、大正琴、コーラス、オカ
リナなど、それぞれの分野で華やかなステージを披露されました。２日間で約500人の方が来場され、町の文化
活動を楽しみました。

【小型ポンプ操法の部】
優　勝　御北分団
準優勝　円城分団

【ポンプ車操法の部】
優　勝　円城分団
準優勝　御北分団

【小型ポンプ操法の部優秀選手】
指揮者　御北分団　岸

きし
本
もと
　秀

ひで
樹
き

１番員　豊野分団　岡
おか
田
だ
　拓

たく
真
ま

２番員　御北分団　吾
ご
浦
うら
　彰

あき
洋
ひろ

３番員　豊野分団　三
み
村
むら
　友

とも
芳
よし

【ポンプ車操法の部優秀番員】
指揮者　円城分団　松

まつ
下
した
　一

かず
之
ゆき

１番員　御北分団　髙
たか
見
み
章
しょう
一
いち
郎
ろう

２番員　円城分団　楢
なら
嵜
さき
　秀

ひで
徳
のり

３番員　津賀分団　溝
みぞ
口
ぐち
　隆

たか
之
ゆき

４番員　円城分団　赤
あか
木
ぎ
　宏

ひろ
延
のぶ


